
わが国におけるめん羊飼育の現状と問題点
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1 は じ め に

わが国におけるめん羊飼育頭数は1957年の94万頭

をピークに減少の一途をたどり，今日ではわずか12

千頭にすぎなし、。うち北海道はおよそ 5千頭であるo

この原因については後に触れるが，いずれにしても，

めん羊はこの10年間，いわゆる農政の流れからはず

れ，各種の指導あるいは補助事業の対象から除外さ

れ，家畜としての戸籍を失ってきたといっても過言

でなし、。このことを反映して，めん羊は各地の大学

および畜産試験場における研究対象からも消え，わ

ずかに道立滝川畜試および県立埼玉畜試でほそぼそ

と対応しているのが実態であるO

もちろん，めん羊を実験動物として用いた研究は

盛んであり，繁殖あるいは消化生理といった分野で，

多くの成果が報告されている。しかし，現実のめん

羊飼育の場を想定し，それを育成し，発展させるこ

とを配慮したものでないだけに，残念ながら，即利

用できないものが多い。

一方， 1975年ころから，めん羊に対する関心が除

々に高まり，各地でいろいろな形態での飼育が試み

られている。とくに，東北地方を中心に，水田利用

再編の動きも加わっ-C，海外からかなりまとまった

頭数の導入が続いており，種畜価格も高水準で推移

しているO また，企業的なめん羊専業牧場もいくつ

か誕生し，一部はすでに軌道に乗りつつあるO

しかしながら，わが国にめん羊を本格的に定着さ

せ，増殖を図るには，解決すべき多くの問題があるo

そこで，めん羊の置かれている現状を理解し，これ

から発展させていくための糸口を探るため，わが国

におけるめん羊の歩んできた歴史的な経過を振り返

るとともに，最近の動きを紹介し，これからめん羊

飼育を振興する上での問題点を検討したo

2 歴史的経過

1) 明治時代(1868---1911年)

わが国のめん羊の歴史は比較的新しく，産業的な

役割をもって飼育され始めたのは，明治維新以降の

ことであるO 当時，近代化とともに興ってきた羊毛

製品需要に対処するため，羊毛生産を主目的に，政

府によっていくつかの奨励策が進められた。アメリ

カ，中国，オーストラリアなどからサウス夕、、ウン，

メリノ，中国種など数多くの品種を輸入する一方，

1875年に下総牧羊場を開設し，緬羊技術員を養成す

るとともに， i緬羊貸付内規」によって，めん羊をa邑

民間に貸付または払下げた。これに呼応して，各地層F

に民間牧場が聞かれているO 一方，道内では，北海

道開拓使によって， 1876年に札幌牧羊場および桔梗

野牧羊場が設置された。しかし，品種面では混迷の

時代であり，飼養面では欧米を模倣した多頭数放牧

方式が採用されたが，管理技術の稚拙，とくに各種

寄生虫による被害が大きしまた草地の改良および

利用技術にも欠けていたため，成績は芳しくなく，

飼育頭数は増加しなかったj)

その後，明治中期から後期にかけて，見るべき策

のないまま，めん羊飼育は沈滞した。この間，前記

牧羊場は1886年から1888年の聞にいずれも廃止され，

政府のめん羊奨励策は一時中止された。札幌牧羊場

のめん羊は北海道庁真駒内種畜場および札幌農学校

に移されたo 品種はメリノ，サウスダウンおよびコ

ッツウオルドであるo しかし，種畜場のめん羊事業

は山年に廃止され，札幌農学校のめん羊は18蛸.
ころに消・滅している。

1908年，農商務省月寒種畜牧場でめん羊飼育が開

始されることになり，イギリスからシュロップシャ

ー(雄 2，雌40)およびサウスダウン(雄 3，雌40) 

が輸入されたo その後毎年両種合わせて100頭前後

の雌羊が繁殖に供され，いずれも良好な繁殖および

育成成績を示した3)
2) 大正時代(1912---25年)

第 1次大戦のため海外からの羊毛輸入が途絶した

経験から軍需羊毛確保のため， 1918年農商務省は

「緬羊100万頭増殖計画Uを策定したo その中核事業

として，月寒および滝川を含む全国 5カ所に種羊場
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が開設された。この計画は明治初期のめん羊奨励事

業と軌をーにしたものであったが，農家における少

頭数舎飼方式を想定した点で，顕著な相異があった。

しかし，その後の世界恐慌のため，計画は縮少され，

1923年かーら24年にかけて，あいついで月寒と滝川を

除く 3場は，廃止されたo

月寒および滝川種羊場の発足当時 (1919年 5月末

現在)の品種別頭数をみると，月寒がシュロップシャー

63頭およびサウスダ、ウン22頭，滝川がシュロップ。シャ-

682頭，サウスダウン 2頭およびメリノ 63頭である。

また，同年における全国の飼育頭数は5，600頭で，メ

リノがもっとも多く， 以下シェロ・ップシ十一， サウス

a、‘ウン，中国種の順であった。

'一方， 1918年から1925年にかけてのわが国の輸入

頭数は6，983頭に達しているO 当初はシュロッフ。シャー，

ランプーイェメリノおよび中国種が多かったが，その

後コリデ)ル，ランプーイエメリノおよびオーストラリア

メリノに変っている。また，少頭数ながらオストフリ

ーシャン， ロムニーマーシュ， リンカーン，サウスダウン，

チェピオット，ボーダーレスターおよびロマノフなども

輸入されている:)

当時，羊毛は千住製紙所が一手に買入れたため，

販売は順調であったのに対して，羊肉の消費は食習

慣がないだけにはかばかしくなった。このため，民

間の種めん羊需要はメリノ，次いでコリデールえと

移ってきた。このことが輸入の品種の変化にも反映

している。すなわち，この時期に明治初期から混迷

してきた品種がようやく毛用種に固まってきた。そ

れにしても，実を結ばなかったとはいえ，今日育種

面から世界的に注目されているロマノフ(多産性)

およびオストフリーシャン(多乳性)が， 50年前に

すでにわが国に紹介されていたことには深い感銘を

覚える。

3) 昭和前期 (1926--45年)

昭和に入って， 1918年(大正 7年)以来，農商務省

が積極的に進めてきた各種の奨励策がようやく効果

をあげ，めん羊飼育頭数は増加を示した。

当時の奨励策は次のようなものである3)
(1) めん羊奨励機関の設置(含種羊場の設置)

(2) 種めん羊の輸入

(3) めん羊飼育委託

(4) 種めん羊の払下および貸付

(5) めん羊技術員の養成

(6) 道府県のめん羊に関する設備および技術員設

置に対する補助

(7) めん羊飼育に関する奨励金

表 1 月寒および滝川種羊場における品種別頭数
(1926年末および 1934年末〉

1 926 1 934 

月 寒 滝川 月 寒 滝川

雄 雌 計 雄 雌 計 雄 雌 計 雄 雌 計

ランプーイェメリノ 102 446 548 140 466 606 9 9 30 83 113 

オーストラリアメリノ 23 126 149 25 76 101 14 14 28 

シュロップシャー 10 3 13 17 46 63 1 1 

コ リ ア ノレ 61 426 487 68 322 390 94 229 323 158 1，149 1，307 

ロムニーマーシュ 8 39 47 

リ 、ノ カ 一 ン 1 1 

チェピオ ッ ト 3 11 14 1 1 

ボーダーレスター 1 1 

ロ .マ ノ フ 5 23 28 2 1 3 

オストフリーシアン 12 114 126 E 1 5 1 6 

中 国 種 4 4 

雑 種 10 10 1 44 45 

計 225 11，199 11，424 255 959 1，214 109 230 339 202 1，246 1，448 
」一一一 ーーーーー--'-ーーーー

_1 

注:滝川種羊場の 1934年末頭数は 1934年度末の成羊頭数であるo
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(8) 優良種めん羊の買上

1926年末および1934年末における月寒および滝川
) 5) 

種羊場の品種別頭数は表 1のとおりである。

お，この間に農商務省滝川種羊場は1931年に廃止さ

れ，翌1932年北海道庁に移管されているO

両年を比較すると，月寒種羊場ではけい養頭数

が著しく縮少され， コリデ}ルに絞られているo ま

た，滝川種羊場でもシュロップシャーは消滅，ラン

プーイェメリノおよびオーストラリアメリノは減少

し，コリデールが主体となってきているO すなわち，

民間の種めん羊需要に対応して，けい養品種が変化

しているO

道庁移管とともに制定された「北海道庁種羊場規

程」の第一条によると，滝川種羊場は次の業務を行

なうことになっている?

(1) 種めん羊の繁殖および育成

(2) 種めん羊の配付，貸付および種付

(3) めん羊に関する調査および試験

(4) めん羊に関する講習，講話および実地指導

すなわち，種羊場の使命は種めん羊の増殖および

配付にあり，直接育種改良を目的とはしていなかっ

たようであるO

その後， 1935年には第 2期拓殖計画が見直され，

寒地農業と農村生活の改善を目的に「緬羊30万頭計

画」が立てられたo この計画に沿って，滝川種羊場

には毎年数百頭のコリデールが主としてオーストラ

リアから輸入された。一方，政府も国際情勢の悪化

に伴って，軍需羊毛の自給体制を確立するため，

1936年「羊毛自給施設奨励計画」を樹立した:) 種

羊場白河支場(1938年)および駿河支場(1940年)を

設置するとともに，各種の奨励策を実施している。

こうした施策および社会的背景から，この時期にお

けるめん羊飼育頭数は急激に増加したo

4) 昭和中期前半(1946~56年)

第二次大戦後の極度な衣料不足を背景に，めん羊

の飼育頭数は， 1946年の196千頭から1956年には893

千頭えと飛躍的に伸びたo しかし，自家用に委託加

工のための羊毛生産を目的としたものが多く， 1戸

当り飼育頭数は1.5頭と少なく，少頭数舎飼(けし牧)

方式が主体を占めた。

この時代に，全国的には日本緬羊協会(1946年)お

よび日本緬羊登録協会 (1949年)，道内には北海道緬

羊技術連盟(1948年)および日本緬羊登録協会北海道

支部(1950年)が設立され，めん羊関係の組織が一挙

に整備された。

また， 1950年には種めん羊の輸入が再開され，

1956年までに全国で1，000頭近いコリデールが輸入さ

れた。滝川種羊場では1950年および1953年にオース

トラリアから導入しており，これによって著しく大

型化し，勇毛量も増加している。

表 2 滝川種羊場におけるコリデール雌の現毛前体重
および毛量の推移

年 度
頭 数 現毛時体重
0iJ0 (kの

1935 500 33.6 2.8 . 

40 2，171 33.4 2.7 

45 913 33.6 3.5 

50 44.0 635 3.0 

55 653 51.6 4.0 

60 609 54.4 5.0 

65 489 52.0 4.6 

70 318 47.1 3.7 

1975 91 52.5 4.5 

5) 昭和中期後半(1957~66年)

1957年はわが国のめん羊飼育頭数が94万頭(北海

道26万頭)ともっとも多くなった年で、ある。しかし，

この時期から経済復興に伴って，海外から安価な羊

毛が大量に輸入されるようになり，羊毛生産を主目

的にしてきた園内のめん羊飼育は終駕を迎えること

になるo そこで，めん羊関係者の間では，当時よう

やく普及してきた羊肉消費に活路を見出すため，_

肉生産えの方向転換が真剣に論議され，コリデール

の肉用型えの改良および肉用種との交雑利用が考え

られた。

このため，各地にサウスダウンをはじめとした数

種の肉用種が輸入された。しかし，明治，大正の大

量輸入に及ぶべくもなく，いずれも導入頭数が少な

く，十分な特性あるいは適応性が把握されないまま，

ほとんど消えてしまった。一方，コリデールの肉利

用を図る目的で、行なわれた，これら肉用種との交雑

種の産肉性が優れていることが明らかにされ， 1967 

年からの本格的なサフォークの輸入につながること

になる?
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しかし， 1959年に羊肉(冷凍肉)および1961年に

羊毛の輸入が自由化されたこともあって，輸入量は

年々増加する。この結果，わが国のめん羊生産物の

市場構造は破壊され，めん羊飼育頭数は減少を続け

ることになるO このことは見方をかえると，農産物

の輸入自由化によって，国内生産物が葬り去られる，

生きた事例を示したことになるo

なお，北海道庁では1964年にめん羊増殖基地を道

内4カ所に設置し，さらに1967年から69年にかけて

サフォークを道内 7カ所に輸入するなど，最後の抵

抗を試みている。これが，結果として一つの歯止め

となり，今日のめん羊見直しの起爆剤の役を果しつ

.あるo

6) 昭和後期(1967--) 

最近における羊肉および羊毛の年間輸入量はそれ

ぞれ15万tおよび20万t，金額にして 2千億円に達

している守 これは，本道における牛乳または米の

生産額に匹敵する膨大な額である。この結果，めん

羊生産物の自給率は 0%といってよい状態にあるO

しかし， 1970年ころから，自給飼料資源の有効利

用の観点から，めん羊を見直すべきでないかといっ
".."1"_ .>.JO)立)12) 

た提言が見られるよう Lなった。 その後，

1974年には日本緬羊協会と中央畜産会の共催で，多

頭数飼育農家による「緬羊問題研究懇談会」が聞か

れ，現状での問題の抽出が試みられt203)， 1975年に

なると「日本緬羊研究会有志懇談会J (8月)およ

び「第20回日本緬羊研究会J (10月)において，関
14) 15) 

係者による検討が進められ， また，国民食糧会

6および農酬究センターにおいても提言が行なわ
16) 17) 

ているO

1976--77年には，農林水産省が「めん羊の生産利

用に関する現地実態調査」を行なっている子) また，

その後いくつかのめん羊見直しについての懇談会が
) 20) 

もたれている。

このように，めん羊に対する前向きに取り組む姿

勢に加えて，海外生活の体験者が増え，現実にラム

に対する噌好が芽ばえてきており，国内で本物のお

いしいラム料理を期待する声が聞かれるようになっ

てきた31)22)

3 最 近の 動き

1) サフォークの輸入

肉用種であるサフォークがわが国にはじめて紹介

されたのは比較的新しし、。鈴木によると 1955年国際

基督教大学から関東東山農試え雌6頭が寄贈された

のが最初で，翌日年には同農試がオーストラリアか

ら種雄羊 2頭の寄贈を受けているO その後， 1959年

に御料牧場に種雄羊 2頭が輸入され，コリデールと

の交雑利用が行なわれた33)
わが国で最初に本格的にサフォークを導入したの

は滝川畜試で， 1967年オーストラリアおよび1969年

カナ夕、、から本種を計 160頭輸入し，調査および増殖

を開始している。同時に地方競馬全国協会の補助を

得て，道内 7カ所に計80'0頭の本種がオーストラリ

アから導入された。

これが，結果として予想以上に評価され，めん羊

頭数の減少が続く中，本種だけは着実に増加してき

たo 現在では道内におけるめん羊品種の過半数を占

めているo このことは，本種の持つ早熟早肥な特性

のほか，三村のいう「新しい酒は新しい皮袋に」と

いった感じ?のすなわち，従来のコリデールにない

黒色の気品のある容姿がかもし出す新鮮な印象の果

した役割が大きいものと考えられるO

その後，宮内庁御料牧場および農林省十勝種畜牧

場にオーストラリアおよびカナダから，さらに民間

企業牧場にもニュージーランドから本種が輸入され

ているO また， 1976年以降，北日本各県の経済連が

めん羊預託事業を開始しているが，いずれもアメリ

カからサフォークを輸入しているO

2) 道内におけるめん羊飼育の実態

道内におけるめん羊飼育はいくつかの類型に分け

ることができるO

第一は，地方自治体による飼育である。現在およ

そ10市町村が公共牧野を舞台に，増殖，草地管理あ

るいは観光と目的は異なるが，めん羊飼育を続けて

いる。このうち，士別市と羽幌町は1967--69年にサ

ホークを導入して以来，継続飼育してきたものであ

るO その他は，ここ数年の聞に乳牛育成牧場の一部

において飼育をはじめたものが多し、。いずれにして

も，めん羊資源が枯渇し，入手希望の多い今日，貴

重な種めん羊供給基地の役割を果しているO

第二は，個別農家での飼育である。
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表 3 サフォークの輸入実績(1967年以降〉

年度 産 地 導入先および頭数(雄一雌)

1967 1オーストラリア 1 14125312671滝川畜試 (10-50)ホクレン (4:__103)士別市 (0-100) 

68 1 11 1 130013001えりも町 (0ー100)網走市 (0ー100)羽幌町 (0-100)

カ ナ ダ I 1 I 2 I 3 I滝川畜試 (1-2)(寄贈)

|カ ナ ダ 1 219811001滝川畜試 (2-98)
オーストラリア 1 130013001士別市 (0ー100)亀田町 (0-100)美幌町 (0-100)

70 11 5 50 55 宮内庁御料牧場 (5-50)

74 カ ナ タ 10 50 60 農林省十勝種畜牧場 (10-50)

7 5 ニュージラ γ ド 2 51 53 ハピー牧場 (2-51)

76 オーストラリア 7 60 67 宮内庁御料牧場 (4-37)福島県畜試 (1-5)日本化薬 (2-18)

アメ リ カ 20 1445 1465 岩手経済連 (20-445)

77 1 11 9123612451岩手経済連 (8-187)上川生産連 (1-49)

78 11 
4「71678|新潟経 … 

79 11 3515031538 農林省十勝種畜牧場 (10;-50)上川生産連 (2-48)
青森経済連 (3-67)山形経済連 (2-80)宮城経済連 (6-85)

群馬経済連 (2-40)新潟経済連 (10-133)

1 9 8 0 1 11 1 25 1453 1478 1上川生産連 (4-70)青森経済連 (5-154)秋田経済連 (1-42)
山形経済連 (2-94)福島経済連 (0-18)群馬経済連 (1ー0)

長野経済連 (2-42)新潟経済連(10ー32)

ニュージランド 81 121 201滝川畜試 (8-12)

• 

めん羊飼育が斜陽になってきた中で，道内で最後

まで飼育を続けてきたのは，十勝および北見地方の

畑作農家であるO これは，豆稗およびビートトップ

といった圃場副産物の利用によって，生産コストを

低く押えることが可能なためである。現在では，飼

育戸数が極端に少なくなり，組織的に活動している

ところはないが， 1戸当り 30--50頭と多頭数飼育を

目ざす農家が育ってきているo

地方の酪農家の間では，まだ積極的なめん羊飼育の

動きはなし、。もっとも，これらの地方でも，すでに

第一の市町村自体によるめん羊飼育事例は存在する。

一方，最近水田利用再編の動きの中で，空知およ

び上川地方の水田農家で，めん羊飼育に関心がでて

きたo 1974年から，滝川畜試に対するめん羊飼育実

習の希望者が増えてきたが，水田農家の占める割合

が年々高くなってきている。すでに，こうした実習

生を中心に市町村単位で飼育仲間が集まり，農協内

にめん羊部会を発足させ，活動をはじめているとこ

ろもあるO

しかしながら，草資源に恵まれ，本来もっともめ

ん羊飼育に適していると考えられる根釧および天北

これらの個別飼育農家にとって，当面の悩みは生

産物の販路が確立していないことであるo めん羊カ二

見なおされつつある現在，資源が枯渇しているこ圏，

から，雌子羊は種畜として順調にさばけているが，

羊毛および肉畜のための固定した販路がなし、。した

がって，種畜販売に収入の多くを依存しているo

第三は，企業的性格をもっためん羊専業牧場であ

る。すでに，種畜，羊肉あるいは血液と生産目的は

異なるが，いくつかの牧場ができているo このタイ

プは規模も大きく，単に飼育だけでなく，生産物の

消流についても積極的に販路の開拓を進めている。

この面での道内の農協の対応が立ち遅れているため，

当面これらの牧場と個別飼育農家とが，生産物消流

の面で直接結びつく可能性が強い。

第四は，特殊な事例であるが，社会福祉関係施設
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での羊飼いであるo 道立太陽の園で教育のァーっとし

て取り入れられて以来，すでに道内数カ所の施設で

飼育(採用)しているO これらは，現時点ではかな

らずしも経済性を目的としたものではないが，将来

に向って本格的な取り組みを計画しているところも

ある。

3) 新潟県経済連によるめん羊預託事業

ここ 2--3年来北日本の各県経済連で，水田利用

再編の一環としてのめん羊導入事業が盛んに行なわ

れている。このうちもっとも組織的に事業を推進し

ている新潟県経済連の例を紹介したい。

1977年秋の事業計画以来，滝川畜試と密接な連絡

毎取りつつ，経瀧独吋のような事業を行ない，

期間に生産から販売までの体制を築いているo

(1) 飼育技術指導

イ 「肉緬羊飼育の手引書」の作成

ロ 経済連および単協畜産担当者に対するめん羊

飼育技術研修，滝川畜試で4回，合計22名実施

ハ 飼育農家に対する技術講習会， 1978年以来毎

年実施

ニ 映画「新潟のめん羊」の作成

ホ 技術指導用パンフレットの配付

(2) めん羊

イ アメリカから輸入 1978年-80年合計雄24現

雌739頭

ロ 北海道から導入 1978年雄24頭，雌54頭

(3) 生産物の消流

イ 雌子羊は種畜として販売斡旋

.ロ 雄子羊は集荷，と殺解体，カット後，指定焼

肉庖(現在県下7庖)に販売

ハ ラム肉宣伝のための広告用パンフレットの作

成配付， TVによる CM(指定庖を表示)の実

施

ニ 羊毛は委託加工による布団綿還元

ホ 羊皮は委託加工による敷物還元

(4) 研究会および講習会の開催

日本緬羊研究会は，めん羊関係者の研究発表およ

び情報交換の場として， 1955年に組織されたo その

後，めん羊飼育が斜陽化したにもかかわらず，毎年

研究発表会および会誌の発行を続けてきた。一時，

参加者も限られていたが最近で、は会員も増え，発表

演題数も増加の傾向にあるO

一方，めん羊飼育に関する講習会は久しく開催さ

れなかったが， 1980年に日本緬羊協会によって，め

ん羊飼育リーダー研修会が企画された。北海道，東

北および関東・甲信越の 3ブロックで開催されたが，

それぞれ40--50名の受講者があり，めん羊に対する

並々ならぬ関心が感じられたo また，同協会では，

緬羊登録専門委員会を設置し，サフォークの審査標

準の検討を進めるとともに，種めん羊の審翻艮統ー

のための審査会を開催し，サフォークの資質向上の

ための一歩を踏み出している。

なお，同協会では， 1980年に実務者向けのめん羊

飼育手引書の発行も行なっているo

4 飼育振興上の問題点

これから，めん羊飼育を定着させ，発展させるに

は，当面次のような問題の解決が必要になるO

1) 品種の選定

家畜はいずれの畜種によらず，その地域における

適応性の判定にはかなりの頭数を用い，年次を重ね，

しかも想定されるいろいろの飼育条件を設定した中

で，調査を行ない，結論を出す必要があるo とくに

めん畜は豚，鶏などと異なり，自然環境を生かし，

その中に溶け込んだ形で飼育される家畜であるだけ

に，その特性の判定には時間をかけた積み重ねが必

要になるO めん羊は羊毛，羊肉のほかに，毛皮，羊

乳と用途が多岐にわたり， しかも羊毛に限ってみて

も，番手などによって，多様に仕向けられるO した

がって，それぞれの国あるいは地域によって，長い

歴史的背景の中から，目的によって異なった品種が

作り出され，利用されているo たとえば，イギリス

では地域によって自然環境に適した特徴ある品種が

作られており，経済的に意味のある品種だけでも40

種近し、。これが飼育形態および交雑利用と組み合さ

れて，有名な St川 ifi叫 ionを形成している守)ニュ

ージランドでは緯度，高度によっていくつかの飼育

形態があり，それぞれに適品種が作られ，有機的に

つながっている子)

ひるがえって，わが国で具体的に選定入手可能な

品種と。なると，現時点ではサフォークまたはサフォ

ーク雑種に限られるo しかし，わずか 1万頭前後の

飼育頭数の中で手当てすることはむずかしく，当面

輸入に頼らざるを得なし、。したがって，いろいろな
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特徴ある品種が入手可能であるが，圏内での飼育実

績がなく，危険が伴う。結局，当面はサフォークに

絞らざるを得なし、。

今後の問題として

第一は，サフォークの資質向上であるO 現在，カ

ナダ，アメリカ，オーストラリアおよびニュージラ

ンド、から本種が導入されているが，産地によって若

干の相違が認められる。したがって，それぞれの特

性の把握に努め，能力の向上を図る必要があるO し

かし，現在能力検定法および改良組織は確立してい

ない。当面，検定法としては種雄羊の直接検定，改

良組織としてはニュージランドにおける Sheeplan

を参考することが考えられる27)
第二は，サフォーク雌羊を母体とした雑種生産に

よる，繁殖性あるいは産肉性の向上である。諸外国

ではめん羊の繁殖性向上のため，多産として評価の

高いフィンあるいはロマノフを用いた研究が進めら

れていると8""'36) また，すでにいくつかの多産品種

が作出されている37)38) 滝川畜試におけるフィン

との一代雑種は 2.7頭の産子数を得ており， 育種母

材の入手によって，かなり容易に多産の問題は解決

できそうであるO しかし，これと産肉性の向上とを

かみ合せることが今後の課題となる。また，繁殖期

間の短縮，すなわち年 2回繁殖についても，育種面

からの検討が必要であるO なお，若齢繁殖について

は，発育を良好にするということを条件に，一般化

しつつあるo

第三は，新しい品種の検討である。社会環境の変

化によって，品種に対する要望も変化し，高度化し

てくるO したがって，常に時代に先行した形で，新

品種の導入あるいは作出を試みなくてはならなし、。

これには，第一・第二の問題解決を含めて，きちん

とした育種機関および組織の整備が必要である。

2) 飼育 技 術

めん羊を実際に飼育する場合，当然飼育技術のよ

しあしが鍵を握ることになるo ここでは問題が 2つ

に分かれるO

第一は，すでに確立されている技術の普及であるO

めん羊が消えて久しく，これから飼育を始める若い

農業者に，いかにして飼育技術を習得させるかであ

る。一般に当該地域の畜産技術指導者の中に，めん

羊に明るい人が少なく，現実にごく初歩的な技術的

ミスで，生産があがらないことが多し、。滝川畜試で

は毎年若干の実習生を受け入れ，効果をあげている

が，当場の対応には限度がある。いずれかに，きち

んとした飼育技術を教育で、きる訓練機関が必要であ

る。

第二は，新しい技術開発である。このなかには，

すでに先進国で開発されている技術の導入も含まれ

るO わが国におけるめん羊に関する研究が停滞して

いる聞に，海外における研究は著しく進展した。極

言すれば，ここ10数年，わが国はめん羊飼育技術の

分野で鎖国状態にあったといえる。たとえば，前項

で紹介した多産品種の育種を受けての，人口晴育技

術および早期離乳技術，あるいはエンテロトキソョ.

7のワクチネーションなどは早急に取り入れる必要'

がある。これによって，めん羊の生産性を飛躍的に

向上させることが可能となる。

それには，めん羊に対する試験研究体制の整備が

必要であるO わが国におけるめん羊飼育が，今後ど

のような形で展開するか不明な点もあるが，いわゆ

る企業的専業牧場の場合の技術対応は比較的単純で

あれ自力での解決も可能と考えられる。むしろ問

題は，複合経営の形でのめん羊飼育で，規模あるい

いは飼料墓盤も千差万別であるだけに，木目の細か

い技術対応が必要になるO

3) 生産物の販路

さきに記したように，貿易自由化により， 1960年

代に国内のめん羊生産物は価格面で競争力を失い，

飼育頭数の減少を招いた。この結果，国産の羊毛お

よび羊肉の販路は壊滅したo 今日のわが国における

めん羊あるいはめん羊生産物を取り巻く環境は，_

時と基本的には変っていなし、。しかし，一つ一つ点

検してみると，変り得る要素を含んでいるO 事実，

その聞を縫って，生産が再開されているともいえるO

まず，羊毛は，本来保存性の高い生産物であり，

長さ，番手など多種多様の需要に対して，国産で対

応することは不可能である。したがって，今後とも

副産物としての利用を考えるにとどめざるを得ない。

たとえば，ホームスパン製作などによって，付加価

値をたかめるといったことが考えられるo

一方，羊肉は，従来わが国に輸入されているのは

マトンが主体で，主として豚肉の代替品として加工

用に仕向けられてきた。最近，生食用の割合が高く

円。
司
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なってきているが，これとてもジンギスカン料理に

限定されているo すなわち，羊肉利用の本来の姿で

あるラムについては，輸入量も少なく，十分認識さ

れていない。しかし，除々に理解されつつあり，今

後消費の伸びる可能性があるo

そこで，国内生産が考えられるが，当然牛肉およ

び豚肉などと異なって，輸入物との競争力が要求さ

れるO しかし，羊肉とくにラムは羊毛あるいはマト

ンと違って，鮮度と品質で勝負できる一面をもって

いる。もちろん，チルドでの輸入が考えられるし，

事実すでにニュージランド・ミート・ボードでは宣

伝普及に努めているo しかし，輸送上の制約がある

aι，めん羊の持つ季節繁殖性から，現在のところ良

司賓のものを年聞を通じて持ち込むことはむずかしし、。

したがって，新潟経済連が行なっているような，肉

専用種であるサフォークを用い，産直方式を取るこ

とによって，鮮度の高いラムを供給し，消費を開拓

し，生産を拡大することが考えられるO

しかし，ラムの生産コストを引き下げるには，ラ

ム生産に伴って生産される毛皮，羊腸，さらにはマ

トンおよび羊毛についても販路を確立する必要があ

り，関係者の地道な努力が要求されるO

5 おわりに

支部会事務局から「北海道におけるめん羊の育種」

というテーマを与えられた。しかし，わが国のめん

羊を取り巻く環境は厳しく，かつて主流を占めたコ

リデールはすで?こほとんど消えてしまったO 現在飼

ー育されているサフォークもわが国昨導入されてから・Fが浅く，育種問題にしぼって論ずるには材料不足

であるO そこで，標記の題に変更させていただき，

歴史的経過の中で，品種の推移について触れてみた。
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